
【　大野原幼稚園　】　　昭和５４年４月１７日創立 

令和８年５月１日現在 

 

 

 所在地 神栖市大野原中央二丁目 1番 22 号 教職員数 ９

 園長 明角　恵美子 園児数 ７８

 創立記念日 ４月１７日 園児数

 ＴＥＬ 0299-92-6788 年少 ２７

 ＦＡＸ 0299-92-6803 年中 ２５

 E-mail o-yochien@city.kamisu.ibaraki.jp 年長 ２６

 
幼稚園の教育目標

元気な心と体で、自分で考えたり頑張ったりできる、明るく優しい子を育てる。 

「げんきな子　がんばる子　やさしい子」

 園　舎　全　景 幼　稚　園　経　営　方　針

  
○幼児期の発達の特性に配慮した指導計画の改善・充実と、幼児

一人一人のよさや可能性を伸ばす指導の実践。 
○遊びや生活を通して、人と関わる力の基礎を養い、道徳性の芽

生えを培うための指導を充実させる。 
○発達や学びの連続性を踏まえた小学校教育との円滑な接続の

充実と、家庭や地域との連携・協働による幼児期の教育の推進

を図る。 
○幼児が安心・安全に過ごすための保健指導・危機管理体制の充

実に努める。 
○特別な配慮を必要とする幼児に対応した保育を実践し、関係

機関との連携を図る。 
○研究テーマ：「のびのびぐんぐん共に育つ幼稚園～自己肯定感

を高める保育環境を通して～」について、計画的に園内研修を

実施し、教職員の資質・能力の向上を図る。

 重　点　課　題　と　対　策 特　色　あ　る　教　育　活　動

  
○幼児期の発達の特性に配慮し、幼児一人一人のよさや可能性

を伸ばす保育の実践 
　・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた教育課

程の編成 
　・幼児一人一人のよさや可能性などを把握し、指導の改善に生

かす評価の工夫 
　・教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントの実

施 
　・思いを伝え合ったり試行錯誤したりしながら活動する体験

の重視 
○発達や学びの連続性を踏まえた小学校教育との円滑な接続の 

充実 
　・意欲や豊かな発想を育むような意図的・計画的な環境の構成 

・保幼小の架け橋期における連携体制・組織づくり 
○家庭や地域との連携・協働 
　・家庭との連携による望ましい食習慣の育成 

・特別な配慮を必要とする幼児に対応した保育の実践 
・学校評価を活用した園経営の改善・充実 

○幼児が安全・安心に過ごすための保健・安全指導 
　・幼児の発達の特性に応じた保健・安全指導 
　・定期的な避難訓練の実施、園舎内外の安全点検の実施 
○教職員の資質・能力の向上 
　・参加・協働型の園内研修の工夫

 
○幼児一人一人の「やりたい気持ち」を大切にした「遊び」が「学

び」の未来を育てる保育 
○広い園庭を活用した保育、異年齢児との交流 
　（降園後の園庭開放、未就園児対象の公開保育） 
○幼稚園の畑を利用した野菜づくり 
○ALT による英語活動の実施　「えいごであそぼう」 
　歌ったり踊ったりして楽しみながら英語に親しむ 
○保育所・小学校との交流 

（地震・津波を想定した合同避難訓練や交流活動） 
○園バスを利用した園外保育 
○身近な公共施設見学・体験（図書館　等） 
○外部人材の活用（アントラーズサッカー巡回指導・ 

音楽コンサート　等） 
○学校給食提供による就学へのスムーズな移行 
○預かり保育の充実（教育時間を除く、早朝 8 時～夕方 6 時 
　長期休業期間） 
　                                        


